
人材養成計画構想・概要 
 
○対象業務及び対象分野「（１）大学院修士課程相当 バイオインフォ分野」 
○人材養成ユニット名 「クリニカル・ゲノム・インフォマティクス」 
○代表者名       「神戸大学 前田 盛」 
○提案機関名       「神戸大学大学院医学系研究科」  
 計画の目標・概要  

 １．目標 
 神戸大学大学院医学系研究科バイオメディカルサイエンス専攻と神戸臨床研究情報センタ

ー、神戸バイオテクノロジー研究・人材育成センターが連携し、ゲノム医療の実現を推進する

人材を養成する。本ユニットでは、ゲノム情報処理、バイオシミュレーションなどの異分野融

合領域の集積を臨床研究、臨床医学を支援するシステム科学として修得する機会を提供し、疾

患関連遺伝子解析、新規治療法の細胞・生体シミュレーション、トランスレーショナルリサー

チなどを統合的に実践できる能力を開発する。ゲノム医療実現の鍵を握るクリニカル・ゲノ

ム・インフォマティクス（臨床ゲノム情報科学）の発展および普及を推進する人材を大学や企

業の研究開発の現場、先端医療の現場に供給することを目標とする。 
○人材養成開始後３年目の目標 
  大学院修士課程レベル：15人、企業履修者：150名（年50名） 
○人材養成開始後５年目の目標 

大学院修士課程レベル：25人、企業履修者：250名（年50名） 
 ２．内容 

 神戸大学大学院医学系研究科バイオメディカルサイエンス専攻の現行の教育を通じて、分子

生物学、分子医学の基礎を修得すると同時に、バイオインフォマティクス、バイオスタティス

ティクス、バイオシミュレーションの教育コースを開設し、クリニカル・ゲノム・インフォ

マティクスの基礎と応用を習得させる。また、21世紀COE、リーディングプロジェクト、R
R2002等の研究プロジェクトに参加し臨床ゲノム情報解析研究の最先端の知識を獲得する。

 

 
 人材養成の必要性 

 

米国、英国ではclinical bioinformaticsのコースを持つ大学、研究機関が多くの人材を輩出し、

ゲノム科学等の基礎研究で得られた知見を先端医療へと展開するための情報基盤が確立され

つつある。現状のままでは日本国内の先端医学研究の成果についても、その製品開発や臨床応

用が海外で先んじて行われてしまうことが危惧される。また，海外で開発されたゲノムベース

の新薬や新しい治療法が国内で迅速に実用できない状況も起こりうる。国内においてもバイオ

インフォマティシャンやバイオインフォスタティシャンの養成が始まりつつあるが、多くは基

礎医学研究に主眼が置かれている。こうした状況を打開するため、トランスレーショナルリサ

ーチや臨床現場でのゲノム医療の実用化を支援するための人材養成が急務である。 

 

 
 計画進展・成果がもたらす利点 

 

 クリニカル・ゲノム・インフォマティクスの知識及びゲノム医療の実践的知識を有する研究者、

実務者が社会に輩出されることにより、今後研究開発されるゲノム情報をベースとした新薬や新

しい治療法が、安全かつ効率的に臨床現場で実用化できるようになる。その結果、国内の患者の

利益となるだけではなく、アジアの近隣諸国を始めとして諸外国にそれらの先端医療を提供する

ことができる。また、実際に行われた治療の情報が、クリニカル・ゲノム・インフォマティクス

の知識を有する研究者、実務者によって詳細に集積、解析されることにより、それらを活用した

さらに新しい治療法のin silicoでの研究開発が促進されることが期待される。こうした異分野融

合の情報基盤の確立と人材の提供により、国内のゲノム医療の研究開発が活発化し、また、より

多くのゲノム医療のトランスレーショナルリサーチが国内で行われるようになると期待される。

 

 



課題の実施体制 
 

○対象業務及び対象分野「（１）大学院修士課程相当 バイオインフォ分野」 
○人材養成ユニット名 「クリニカル・ゲノム・インフォマティクス」 
○代表者名       「神戸大学 前田 盛」 
○提案機関名       「神戸大学大学院医学系研究科」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告 

評価 

バイオテクノロジー基礎系 
・主任教授 片岡 徹教授 
・神戸大学大学院医学系研究科バイオメディカ

ルサイエンス専攻の教授陣約15名が協力し、バ

イオテクノロジー基礎講座を担当する。 

神戸臨床研究情報センター 
（遺伝子データベース研究部） 

・RR2002等の先端研究プロジェクト

を通じて、実践的ゲノム・インフォマ

ティクス教育に協力。 
・社会人再教育の実施に協力。 

平
成
一
六
年
度
～
二
十
年
度 

クリニカル・ゲノム・インフォマティクス・

センター 
（神戸大学大学院医学系研究科内に設置） 
・人材養成カリキュラムの作成 
・養成者の招聘 
・被養成の選考 
・各系の調整、管理 
・人材養成の実施および管理 
・e-learning環境の構築、管理 
・養成者、被養成者の評価、指導 
 

クリニカル・ゲノム・インフォマティクス系 
・主任教授 坂本 憲広教授 
・クリニカル・バイオ・インフォマティクス

講座、ゲノム医療実践講座を担当する。 

バイオシミュレーション系 
・主任教授 清野 進教授 
・バイオ（細胞・生体）シミュレーション

講座を担当する。 

期待される成果 
(1) クリニカル・ゲノム・インフォマティシャン（バイオインフォマティクス、バ

イオシミュレーション、バイオスタティスティクス、ゲノム医療の異分野融合専門

家）の養成 
(2) 大学院修士課程 25名、社会人再教育 250名を養成 

評価委員会 
（外部有識者などより構成） 
・人材養成カリキュラムの評価 
・人材養成の評価 

協力（客員助教授など） 
神戸バイオテクノロジー研究・人材育成

センター 
・リーディングプロジェクト等の先端研

究プロジェクトを通じて、実践的バイオ

シミュレーション教育に協力。 

大阪大学 
（大阪大学蛋白質研究所・附属プロテオ

ミクス総合研究センター） 

報告 

方針 

運営委員会 
（研究科長、神戸大学理事などより

構成） 
・人材養成の基本方針の決定 

協力 



人材養成の実施内容

クリニカルバイオインフォマティクス講座

バイオテクノロジー基礎講座

バイオ（細胞・生体）シミュレーション講座

ゲノム医療実践講座

（
特
論
・集
中
講
義
・
６
単
位
）

選
択
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

バイオインフォマティクス基礎講座

バイオインフォマティクス応用講座

(

通
年
・26
単
位)

必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

大
学
院
修
士
課
程
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
専
攻(B

M
S

専
攻
）

企
業
履
修
者

対象 連携協力

神戸臨床研究情報
センター（神戸TRI）

大阪大学

神戸バイオテクノロジー
研究・人材育成センター
（神戸BTセンター）

クリニカル・ゲノム・インフォマティクス人材養成ユニット（CGIユニット）

開 設 講 座


